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の専門分野は分散アルゴリズムと推
薦システムの開発です。実はこれら

はまったく別の分野ですが、興味の赴くままに
研究を進めていったら、この二本柱になってい
ました。
　まず、分散アルゴリズムは、分散システムの
ためのアルゴリズムで、分散システムとは通信
機能を持つ複数の計算主体が通信リンクで繋
がれているシステムを言います。インターネッ
トなどのネットワークも分散システムの一つの
例です。計算主体は、パソコンなどの計算機で
あったり、スマートフォンなどのモバイルデバイ
スであったり、通信機能を持ったロボットであ
る場合もあります。そのようなネットワークで結
合された多数の計算主体で構成される分散シ
ステムの上で、効率よく問題を解決するための
方法が分散アルゴリズムです。分散システム上

の計算主体は、イン
ターネットなどの大
規模なネットワーク
を考えると、システ
ム全体の状況を常
に正確に把握して

おくことは困難です。分散アルゴリズムは、自身
に直接繋がれている計算主体の部分集合と自
身の状態だけを基にしてどう動くか、を表しま
す。つまり、各計算主体は、システムの局所的な
情報を基に動きますが、結果としてシステム全
体としてうまく協調動作できるように分散アル
ゴリズムを設計しておく必要があるわけです。
　また、システムの規模が大きくなるにつれて、
計算主体や通信リンクが故障したり、計算主体
が移動したりすることでネットワーク形状が変
更されるといったさまざまな動的な変化が発
生します。それらの変化が起こったとしても
サービスを円滑に提供し続けることのできるよ
うな理論的な仕組みを考えています。あらゆる
状況を考え、試行錯誤を繰り返すのは苦しい時

間ですが、うまく動くことを理論的に証明でき
た時はとても嬉しく、こうした喜びが研究の醍
醐味だと思います。
　一方の推薦システムの開発では、主にSNSや
レビューなどのテキスト情報を用いた推薦シス
テムを考えています。例えば、ホテルの予約サイ
トやAmazonなどの電子商取引サイトでは各商
品や各店に対する利用者からのレビューがたく
さん投稿されています。ですが、この中から自分
の価値観に合うものを見つけるには、大変な労力
が必要となることもあります。そこで、どのレ
ビューを読めば良いかや、読まなくても自分に
合った商品は何かなどを推薦してくれるシステ
ムの設計が求められるわけです。また、Twitterな
どのSNS上にも商品の口コミや、観光地の情報
など、推薦システムに活用できそうな情報がたく
さんあります。大量の情報の中から、それらの有
用な情報をいかに拾い上げ、有効活用するか、と
いうことに興味を持ち、開発を進めています。

の特別天然記念物オオサンショウウ
オの調査研究・保全活動を、大学・地

域・自治体と協働して実施しています。またオオ
サンショウウオを地域資源（展示物）として、地
域全体を博物館とみなす「東広島エコミュージ
アム」活動を推進し、里山とオオサンショウウオ
を持続的に守っていくことを目指しています。
　国の特別天然記念物は「生きた国宝」とも称
される我が国を代表する生物です。しかし、実
際に地域に足を運び調査をすると、オオサン
ショウウオが抱える大変な状況が見えてきまし
た。人間が作った堰堤などで個体群が分断さ
れ、繁殖に参加できない個体、餌不足から痩せ
て死んでしまう個体、田へ流失する幼生がいま
した。全国的には外来種との交雑種も増加して
おり大ピンチです。その上豪雨災害の急増で、
上流のオオサンショウウオの大半が流出し、さ
らにピンチは拡大。もう待ったなしの状況です。
　オオサンショウウオを守るには「流域全体の
保護モデル」が必要です。まずは①流出個体・痩
せ個体の保護、②交雑の有無・性別を確認し、
個体登録を行い繁殖適地へ放流、③幼生の育

成が急務です。次に④人工堰堤にスロープをつ
け自発的な移動を可能にすること、⑤スロープ
の効果を調査で検証することが重要です。さら
に将来に向け、⑥オオサンショウウオの問題を
共有する普及活動も大切です。
　このような活動には地域の理解と協力が必
須です。博物館を通じた野外観察会や講演会、
出前展示、LINEスタンプやグッズの開発、小学
生用の副読本を出版するなど、幅広い活動を通
じて認知度の向上を進めています。「地域資源
（観光資源）」として地域の方々に「利益の見え
る化」ができれば、より多くの理解が得られ、結
果としてオオサンショウウオの保全が進むと私
達は真剣に考えています。近年では地元企業か

らの支援も始まっています。過疎化に悩む里山
ですが、大学と地域、自治体、そして企業が連携
することで、エコミュージアムによる地域の活
性化と、自然再生の両立を実践する新たなモデ
ルも創れるのではと期待しています。
　フィールドに出ると自然の中に宿る多くの秘
密が見えてきます。それに気づき、仮説を立て、
データを集め実証する楽しさがあります。生き
ものが対象のため思うようにいかないことも多
いですし、雨の日も雪の日も野外でデータを取
ります。でもそれが楽しい！
　我々人間も宇宙船「地球号」の一員で、生態
系を構成する一つの生きものです。SDGsが叫
ばれる今日、他の生きものを知り、理解するこ
とは我々自身のためにもなります。画面だけで
なく、野外ヘ出て自分の目で見て、手で触れる
実践力を身につけること。また、地域の方々と
の交流で学ぶことも大切。フィールド研究では
良いコミュニケーションなくして、良い研究は
生まれません。これからも里山を調査・研究の
場として地域と協働し、オオサンショウウオの
保全に貢献していきたいと考えています。国
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自立した世界的研究拠点へと成長する可能性のある研究拠点を選出し、重点支援を行います。

ポリオキソメタレート科学国際研究拠点
オルガネラ疾患研究拠点
都市―農村流域圏の健全循環創成（SATO NET創成）
次世代太陽電池研究拠点
MBR拠点
「光」ドラッグデリバリー研究拠点

●
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教育ヴィジョン研究センター
次世代を救う広大発Green Revolution
を創出する植物研究拠点
スマートバイオセンシング融合研究拠点
日本食・発酵食品の革新的研究開発拠点
―日本食の機能性開発センター―

●
●

●
●

インキュベーション研究拠点

広島大学教育ヴィジョン研究センター（略称
EVRI）は、社会変革・教育変革・知識生成・
学びの権利を追究し、ヒロシマ発、EVRI発の「育てる」「学ぶ」を支える理
論・政策・実践・環境を”By EVRI For Everyone”（すべての人のための
教育の実現を目指す）の精神で提案し、教育デザインに関する研究・開発
を推進していきます。

広島大学は、日本唯一の特別支援教育に関するナショナル
センターである国立特別支援教育総合研究所と包括連携
協定を締結しました。西日本における特別支援教育やイン
クルーシブ教育（障害のある子どもと障害のない子どもが共に教育を受けること）に関す
る課題を解決し、障害のある子ども一人ひとりの教育的ニーズに対応した教育の実現に
向けて、共同研究や地域支援に取り組んでいきます。

次世代の教育をデザインする
〈教育ヴィジョン研究センター〉

国立特別支援教育総合研究
所との包括連携協定調印式

ポストコロナの社会では、デジタル化・スマート化の流れが
一層加速することが予想されます。広島大学では、地域企業
や行政機関との共同研究や社員・職員教育を推進するため
に、東千田キャンパスに「AI・データイノベーション教育研
究センター」を設置しました。AI・データサイエンス・ICT教育研究の拠点として、地域のイ
ノベーション創出や地方創生に貢献することを目指します。

本センターが設置された東千
田未来創生センター（東千田
キャンパス）

〈背景写真〉「オオサンショウウオの宿」（東広島市豊栄町）で保護されているメスの個体
（全長75cm、体重4kg）。  
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ネットワーク上の多数の計算機を、
円滑に協調動作させる。 守れ！ オオサンショウウオ。

消滅を回避する
保全モデルを構築する。

オオサンショウウオは、岐阜県以
西の西日本を中心に生息する世界
最大級の両生類・日本固有種。前
肢の指は4本、後肢の指は5本で、
人間の手と似た形をしている。

（左）出前授業で子どもたちが発案
し製品化された根付。（中）副読本
『オオサンショウウオがいるらし
い』（東広島市教育委員会、税込
100円）。（右）「Amazonネクパブ
PODアワード2020」でグランプリ
に輝いた『オオサンショウウオと暮
らすための50のこと』では、4コマ
漫画と専門的な解説を組み合わ
せて、より広く、深くオオサンショ
ウウオのことを伝えている。

清水准教授がオオサンショウウオの保全研究を始めて今年で10
年。始まりは豊栄町で30年にわたって独自にオオサンショウウオ
の調査を行っていたお年寄りとの出会い。その方の遺志を継ぎ、
日 フ々ィールドでの研究や地域への情報発信に邁進している。

世界トップレベルの研究拠点の創出へ 広大研究TOPICS 2020-2021

ロボット：観測、計算、移動を繰り返す自律分散ロボットシステム

自己安定：
一時故障に対する耐性を持つ自己安定分散アルゴリズム

情報科学部
大学院先進理工系科学研究科 准教授

分散アルゴリズム、推薦システム

亀井 清華
KAMEI SAYAKA

専門研究分野

観光地推薦システム：観光地とそれらを結ぶ経路を推薦する
観光ルート作成支援システム

もともとは社会科の教員志望だったという亀井准教授。高校時代に数学の楽しさを知り、プログラ
マーだった父親の勧めもあって工学部へ進学後、博士課程に進み大学教員、研究者に。「大学の研究
者は、学生への授業や指導にも携わるので、当初の志望と重なる面がある。自分の可能性を決めつけ
ずに何にでも挑戦してみることで、思わぬ道が開けることがあると実感している」と語る。

2021年3月、国立特別支援教育総合研究所と協定締結

一人ひとりのニーズに応じた
特別支援教育に向けて

2020年10月、AI・データイノベーション教育研究センターを設置

AIとデータサイエンスで、
地域のイノベーションに貢献

総合博物館 准教授

動物生態学、博物館学

清水 則雄
SHIMIZU NORIO

専門研究分野

100年後にも世界で光り輝く大学へ ▼ ▼ ▼ 世界をリードする研究者


